
南関東.の地殻変動②

～1972年12月堪日八丈島東方沖地震と巨大地震～

1.まえがき

1972年12月4日夕刻八丈島の東方沖を震源とする大

型の地震が発生し八丈島三宅島青ケ島たどでぽ

ある程度の被害があり地震に伴い弱い津波が発生し

八丈島をはじめ本州沿岸に来襲した.この地震は同年

2月29目の八丈島近海地震を上まわる規模で八丈島で

地震観測が始まって以来最大のものであった.今回の

地震は｢昭和47(1972)年12月4目八丈島東方沖地震｣

と呼ばれることにたった.

筆者はこの地震の後!2月13目より18目まで八丈島

で現地踏査をする機会を得たので現地の状況を報告し

加えて今回の地震と巨大地震との関係についての考察

を試みた.なお前回2月29目の地震に関するこの種

の報告は衣笠(1972)を参考にしてもらいたい.

2地震のあらまし

八丈島測候所(1972)によると

発蟹時11昭和47年!2月4目19時16分28秒4(八丈島)

麗央:八丈島東方沖(約10(〕km)N33.2.E141.0｡(第

1図)

震源の深さ:60knユ

地麗の規模:M7.3

最大振幅1実動6c㎜以上(八丈島測候所の1倍強震計の針

が振りきれた)

参考までに前回の地震についても八丈島測候所(1972)等に

本素お亡びおもな余笈(ユ2月]2□事で)
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木村政昭

より記すと

発震時:昭和47年2月29目18時23分(八丈島)

麗央:八丈島東方沖(約140km)N33.11'E141,161

麗源の深さ170km

地蟹の規模:M7.0

最大振幅:実動4.2cm(八丈島)

各地の腰度(12月4目)(第2図)

w(烈震)八丈島

IV(中震)三宅島大島館山千葉東京横浜小名

浜網代

皿(弱震)水戸福島石巻大船渡銚子甲府勝浦

工[(軽震)釧路八戸盛岡仙台静岡飯田大阪

豊岡

I(微震)酒閏新潟長野福井名古屋宇都宮熊

谷

気象庁震度階級による震度VおよびWの定義

震度Y:壁に割れ員がはいり墓石･石どうろうが倒れたり煙突

�

･石垣校とが破損する程度の地震

震度W:塞屋の倒壊が30%以下で山くずれがおき地割れが坐し

多くの人々が立っていることができない程度の地震
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第1表有感余震回数表(47年12月八丈島測候所)

目{

震度

1発震時分

1目1ぺ麗度

発震時分

4�1�6�19時16分�6�53�1�0036

〃�2�2�1924�〃�54�1�0252

〃�3�2�1932�''�55�1�0322

〃�4�1�1941�〃�56�1�0804

〃�5�2�1945�〃�57�1�1022

〃�6�1�1953�〃�58�3�1303

〃�7�1�2005�〃�59�1�1419

〃�8�ユ�2009�〃�60�2�1642

〃�9�1�2013�〃�61�1�1718

〃�10�2�2022�'一�62�2�1933

〃�11�1�2030�〃�63�1�2259

〃�12�3�2050�7�64�2�0225

''�13�1�2109�〃�65�1�0403

〃�14�1�2127�〃�66�1�0里27

〃�15�2�2146�〃�67�3�0512

〃�16�2�2148�〃�68�1�0738

'1�17�2�2158�〃�69�2�0915

〃�18�2�2209�〃�70�1�0931

〃�19�1�2222�〃�71�3�0954

〃�20�2�2231�〃�72�1�1302

〃�21�1�2250�〃�73�1�1422

〃�22�3�2351�〃�74�1�1729

〃�23�1�2354�〃�75�1�1804
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'1�26�1�O046�〃�78�1�0426

〃�27�1�0109�〃�79�2�0919

〃�28�1�0231�'1�80�1�1350

〃�29�2�0313�〃�81�1�1835

〃�30�1�0327�〃�82�1�2141

���㌉〳㈹��㌉���

''�32�3�0523�〃�84�3�1506

〃�33�3�0531�〃�85�1�1637

〃�3臭�2�0628�〃�86�1�1721

〃�35�1�0737�〃�87�3�2354

〃�36�1�0746�10�88�2�0107

〃�37�2�0907�〃�89�2�0808

〃�38�1�ユ009�〃�90�1�0931

〃�39�1�1057�〃�91�1�1609

〃�40�2�1202�〃�92�1�1738

''�41�3�1317�〃�93�1�2243

〃�42�ユ�1524�11�94�1�0656

〃�43�1�1600�〃�95�3�1500

〃�44�1�1848�〃�96�1�1737

〃�45�3�1903�〃�97�1�1810

〃�46�3�2052�〃�98�1�ユ937

〃�47�ユ�2149�12�99�3�0229

〃�48�1�2219�〃�100�1�1949

〃�49�1�2244�''�101�3�1950

〃�50�3�2304�〃�102�1�2350

〃�51�1�2326�13�103�1�O018

〃�52�1�2348�〃�104�1�0128

月/目

第2表目別地震回数の変化(47年12月八丈島測侯所)
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あった.大地震時においては八重根検潮所で十23

cm～十50cm一の測定値か報告された.

被害状況

被害状況を第3表および第6図に示す.被害の特

徴としては

(1)震度Wの震動の割に被害が僅少であった.これは前回の

地震(震度V)のあと補修補強が泣されていたことカミ良

かったものと思われる.

(2)被害のおもなものが傾斜地の落石土砂崩壊等で人や人家

の被害が皆無であった.

13)被害の申心が西山周辺に少なく東山周辺に集中している.

被害の多かった場所は同年2月の地震の際に多かった

地域と一致している.墓石の移動は前回は東西性を示

す傾向が見られたようであるが(衣笠1972)今回はむ

しろ回転を示していた(写真5).

3.体験者の話

三根地域

(民宿岡本荘の奥さん42歳):手伝の青年に火を消

してくれるように言ったが揺れてそこまで行きつけ放

かった.今回はお墓の被害カミｰ番大きいと聞く.前

回は三原山(この家の南方)の方からゴｰという地鳴カミ

聞こえてきたが今回は何の前ぶれも特異現象もなか

つた.

余展および津波

八丈島測侯所で観測された12月12目までの余震の回数

は第1表および第3図第2表および第4図に示す.

また余震のP～S時閻は第5図に示す.

気象庁より津波警報が12月4目19時30分に出され20

時40分解除になった.この時は弱い津波という予報で

(岡本荘の娘中学2年生):店で買物をしていた..

店の品物はほとんど落ちなかった.自分はマネキン人

形の間に立っていたが姉は自分にしカミみついてきた.

(岡本荘の手伝の青年22歳):地震時岡本荘の夕食

の手伝をしていた.何の前ぶれも無しに突然上下動が

起こった.食器入れの中のグラスのあたる音がした.�
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1972年12月4目八丈島東方沖地震の

余震回数変化

(八丈島測候所)
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第4図日別地震回数変化(八丈島測候所)

棚の茶筒が一つ落ちた.その他に落ちた物抵し.テ

ｰブルが一つは時計まわりにもう一つは反時計まわり

に回転をしたがその上に乗った食器類は落ちなかった.

立っていられないような振動であった.台所のガスと

風呂場のプロパンガスの火を止めに行った.全部消し

終わってから外に立った.上下動は30秒ほどに感じ

ユO

12時2412時

.9冒10日

一余震のP～S時閉

頻度(N=109)
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写真①石垣の崩壊､

撮影).

三根から登竜峠へ至る道路際(!972年12月15目

�
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789ユ011121314ユ5ユ6ユ718弄少

第5図余震のP-S時間頻度(八丈島測候所)

写真②道路に生じた亀裂.三根から登竜峠へ至る遣

(1972年ユ2月15目撮影).�
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第3表被害表(47年12月4目～12目八丈島警察所調べ)

ユ972牢八二U島東カ沖地良
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庖1
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被害分布図(東京都八丈支庁1972)
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写真③道路に生じた亀裂

三三根から登竜峠へ至る遣

(1972年12月15目撮影)

たが外に立ってからは横揺れが続きこれは船が揺れ

る(ロｰリング)よう在感じで大分長い時間であった

ように思える.今回のみしか体験がないが震度VIよ

リ大きく感じた.

また大賀郷にある町役場の胸像がいつもは南東の三

原山の方向を向いているのだが地震によって約90｡ば

かり反時計方向に回転したらしく横を向いていた･こ

れはすぐ修復された.釣人の話では当日海が濁ってい

たので釣をやめたという.余震の起こる期間が長すぎ

るような感じがする(筆者の滞在期間も目に1～2回震

度皿程度の地震があった).

(赤松タクシｰの運転手23歳位):!階建鉄筋コンク

リｰト作りの車庫にいた.まずストｰブの火を消して

柱につかまっていた.外でも物につかまらなければな

らない程度に揺れたようだ.2度目であるから夕方

ではあったが火の処置ができた程度には落着いていた.

また他人に向かってやたら表に飛び出るなという忠

告を与える余裕があった.前回の地震では真先に自分

カミ飛び出したものだが.

隣は木造の建物で棚から荷が落ちた.前回は車庫

内の車は単に揺れる程度であったが今回は車が飛び上

った.

大賀郷地域

(大脇旅館主人32歳):前回の地震の際は不在.今

回初めての体験であるが前回の話を聞いていたので不安

写真④墓石の変化.竿石が反時計まわりの回転を示している.

クリノメｰタｰの長辺はN15閉を示す.供養橋付近

にて(1972年12月15目撮影).�



感はなかった.火の始末(ガス)もできた.地震が

起きてすぐ停電になったが10～15分たって電気がつい

たのでほっとした､地震の揺れで家カミきしる音が相当

した.この家の東側にあたる道路の向い側にある菊正

白動車の運転手の話では外から見ると旅館の2階がび

っくりするほど揺れていたという.

この建物の北か南に面して作られた窓がサッシのも

のもそうでないものも一様に一枚の戸が約10cmほど

に開いた.ところが東とか酉に面した窓はそのよう

なことはなかった.この家はほぼ南北に長辺をもつ長

方形の建物である.このことから東西方向に揺れたの

ではたいかと思う.また東西方向にのびた石垣(南北

にのびた石垣より古いが)のみカミ3ヵ所崩れた.ほか

に壁にかけた額が落ちた程度でこれといった被害はな

かった.

4.考察一巨大地震との関係一

今回の地震と1923年の関東大地震のような特別大きな

地震とどのような関係があるのかを考察してみたい.

第7図は比較的資料の揃いはじめた江戸時代以降の南関

東および周辺地域の被害地震と伊豆大嵩の噴火との関係

を示したものである.本城の大地震と大島噴火との関

連性はすでに指摘されている(中村!971:'木村1972

ab1973a:蛆N蛆｡R11972).ここで扱われた被

害地震はほぼ水戸一前橋一名古屋を結ぶ線より南の地

域で四国海盆構造線(茂木1968)より東の地域に発

生したものである.この範囲は本邦でも最も地震の集

中している地域である.さらにこの中でも地震はい

くつかの地域にかたまって発生している.一応水域の

構造区(木村1973b)を考慮して地震を第7図凡例

のように地域毎にグルｰプ分けした.

噴火に関しては1777年から始まる安永の大噴火

(EQ=8.2×1024er9)クラスの噴火を巨大噴火19!2～

14年の明治一大正噴火(EQ=1×102壬e工g)程度を大噴火

これより下を中･小噴火とする.地震の規模について

は理科年表(東京天文台1972)ではM≧7を大地

震それ以下が中･小地震となる.第7および8図に

よるとM≧7.ρの大地震は中部沖(南海トラフの陸側)

および相模トラフに沿った地域に特徴的に発生してい

る.小論ではこれらを便宜的に巨大地麗と呼んでおく.

第7図では発生順に巨大地震に番号を付した.この地

理的関係は1500年代以前にも成立している.

第7図によるとこれらの大地震の前には必ず大島の

噴火が生じている.しかも大地震1の前の“小噴火

(?)"を除くとあとはすべて巨･大噴火である..大

地震1の前の小噴火に関しては残された記録からのみで

は本当に小噴火であったのかそれとも大噴火であっ

たのかはっきりしたことはいえたい.その点を考慮

すると巨･大噴火→巨大地麗という順序が一応成立する

とみてよい.ところで巨大地震を伴う大噴火に先立

って例外なくM6～7の中･大型地震が発生している.

この関係を具体的にみてみると

�

㈮

㌮

1589年中部(M6.7)

�

↓

1600-1大島小噴火?

↓

1605相模トラフ(M7.9)

1677房総沖(M7.4)

�

1684-90大島巨大噴火

1703相模トラフ(M8.2)

!841中部(M6.逐)

�

1846大島大噴火

1854中部沖(M8.4)

写真⑤八丈島の氏家.強風に耐えるようにできている.屋根が低

くまできてV･る点が特徴的(1972年12月16目撮影).

写真⑥八丈島の氏家.最近このような鉄筋の家が増えている

(1972年12月16目撮影).�
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第7図被害地震と伊豆大島噴火の関係､地震の年代･規模は理科年表昭和48年(東京天文台1972)により

模は木村(1973a)の基準による.M7.5以上の巨大地震には発生順に番号が付してある.

�

1909房総沖(M6.77.2)

1910-23*大島大噴火(明治一大正噴火)

1923相模トラフ(関東大地震M7.8)

…llll“器1総沖地震…の

(注)*印はマグマの頭位の上昇している期間で示した.

となる.

これによるとこれまでは巨大地震を伴う噴火に先立

つこと1～10年(平均5～6年)ほど前にしばしば

それ以前に比べると一際大きなM6～7の中･大型地震

が発生ししかも発生する場所は中部地域か房総沖地域

に限られている.これはあたかも巨大地震を伴う噴

火の数年前にはそれまでに比べて比較的大きな地震が

中部ないし房総沖地域に特徴的に発生する事が公式的に

成立するということを示しているように見える.ある

いはこれは単なる偶然かも知れないが少なくとも

1500年代以降上記関係が100%成立していることは地

震予知の手がかりが全くとぼしい現状では一つの手が

かりとたるかもしれない.そこでこの点に関してもう

少し検討を加えてみたい.

中部ないし房総沖申･大型地震と巨大地震の地理的関

係を今度は第8図でみてみよう.それぞれの巨大地震

の発生に先立って生じている中･大型地震を巨大地震の

番号に合わせてある.たとえば1923年の関東大地震4

伊豆大島の噴火規

に先立って発生した中･大型地震か房総沖の4である.

これによると中部地域で中･大型地震カミ発生すると

その後大島の噴火を経て中部沖か相模トラフの海溝

に近い側での大地震の発生があり房総沖に中･大型地

震が発生すると相模湾内での巨大地震が発生している

ようにみえる･このような中･大型地震の発生場所と

巨大地震の発生場所との規則性はその機構に関しては

今後の検討を待た校ければ校らないカミ単なる偶然とい

うよりもフィリピン海プレｰトの運動によって発生す

る応力的に有機的な関係性をもつものとして統一的にと

らえられるべきであると考える.

一方三宅島の噴火活動や油壷の地殻変動と大島の噴

火活動の比較等から1970年代中頃に大島では巨大地震

に先行する(巨?)大噴火の活動期に入る可能性が強い

ことが予想されている(木村1973a).

この時期をあてはめると(第7図)今回の八丈島沖の地

震はその規模と発生時期からみるとあたかも巨大地

震を伴う噴火に先行する中･大型地震にあてはまる.

ただしこの種の地震は従来フィリピン海プレｰト

周辺の大陸性プレｰト内に生じているのに対して今回

の地震はフィリピン海プレｰト内に生じている.この

点が従来と異なる点である.もしこれが大地震と関

連性のあるものであれば次の大地震がどの付近に発

生するものか初めてのケｰスであるだけに興味深いも

のである｡またもし今回の地震が･大島噴火に先

行するタイプでないとすると今後中部か房総沖にこ

れに匹敵するような中･大型地震の発生がないとも限ら�



ない.
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5.おわりに鰯

①今回の地震の後南米のマナグア'オ2

㌶llll㌶■､一沖･

一ガ八丈島東方沖地震はM7.3でそ⑱4

れを上まわる規模であるにもかかわら⑧4

ずほとんど被害らしい被害が出なかっ､'131=

1五驚1烹㌻∵"戸許掛ダ

地盤の上に建っている)家鰯に＼甫･1･｣､.

㌀

○

耐えられるような.設計になっている

形1災二1人ザ･㍑

であるのでしにゆとりができ火の始L__L.盆讐(フィリピン海プレｰト〕

末がほとんど完全に行なわれた等カミ大第8図中.大型地震と巨大地震との地理的関像虫黒小丸は申.大型地震黒市丸はτ5

きな要件と思われるカミ今後とも防災≦M<8黒大丸はM≧8の巨大地震をあらわす･震源地は理科年表瑠和48年

(東京天文台1971)による.ただし1923年関東大地震4の位置はKAN畑0RI

のためにこの点を良く検討して活かし(1971)1こよる.

ていくべきであろう.たとえば八丈島と東京都内とで3)Kム･畑0･･,H･…(1972):R･1･ti･nb･tw･･nte･t･ni･

は全く条件が異なるのにもかかわらずあれだけの地震st｢ess･9｢eatea｢thquakesandea｢thquakeswams･

で八丈島にそれほど被害カミ出なかったから大地震がTectOnoPhysics･v01.14･no.1･PP11■12'

来てもたいしたことはないのではないかといつたようた4)河角広(1970):関東南部地震69年周期の証明とその発

生の緊迫度匁らびに対策の緊急性と問題点.地学難

滴断が生ずることを恐れる.

癯��湯��倮���

5)木村政昭(1972a):相模湾および周辺地域の地震予知に

②今回の地震が従来大地震の発生している地域だと

関する考察目本地質学会79年学術大会講演要旨p.83.

えば相模トラフに沿う地域で発生したもので勾い点か

6)木村政昭(1972b):南関東の地殻変動①～伊豆大島の大

ら大地震とは無関係であるということがいわれる･噴火～地質ニュ_スn｡.212PP.1_7.

だが観点を変えると小論で考察したように必ずし7)木村政昭(1973･):相模湾周辺に発生する巨大地震予知

も大地震と無関係とはいえずむしろ密接な関係をもつに関する考察地学雑(投稿準備中).

ことが予想される.今後の監視が必要と思われる.8)木村政昭(1973b):南関東周辺海域の地質構造:In海

さいごに今回の調査に際し貴重液資料を提供してく洋学講座v･1･5東大出版会(投稿中).

ださった気象庁八丈島測候所ならびに東京都八丈島支g)衣笠善博(1972):1972年2月29目八文島近海の地震に

庁をはじめとした関係当局ならびに調査に協力してくっいて地質ニュｰスn･･214P皿1-6･

ださった地元の方々に厚くお礼を申し上げる.10)茂木昭夫(1968)=伊豆海嶺目本地質学会第75年秋季学

術大会総合討論会資料｢フォッサ･マグナ｣PP217一

(筆者は地質部海洋地質課)
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!1)中村一明(!971):地殻歪の指示者としての火山一火山の

引用文献テクトニクスの例一火山yo1,16nos.2-3PP.63

1)八丈島測候所(1972)1地震速報(No.3)!972年12月4■71･

日八丈島東方沖地震11P.(M.S.).!2)東京天文台(!972)1理科年表昭和48年

2)KムNAmRI,HIRoo(1971):Fau1tingoftheGreat13)東京都八丈支庁(1972):八丈島東方沖地震被害状況及び

KantoEarthquakeof1923asrevea1edbyseismo1o一対策(昭47.12.4PM7･16)11P.(M,S.)

���慴�������剥献���癯����瑳

��灰�㌭��


